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〔研究ノート〕
教職課程学生の地球温暖化に関する意識について
馬　場　賢　治
要　　　旨
　教職を希望する学生に対して地球温暖化に関するアンケート調査を行い、問題の理解度や取
り組み姿勢について考察を行った。地球温暖化に関する意識については高く、防止に繋がる取
り組みを行う努力はみられるが、知識やメカニズム、他の地球環境問題との関連性の有無など
についての理解はやや欠乏している結果がみられた。回答からは、学生が積極的に現象の理解
を行うことはなく、マスメディアなどの情報を鵜呑みにしている風潮があることが分かった。
教職を目指す学生に対しては、特に受動的な姿勢を矯正する取組みが大学教育において必要で
ある。
Ⅰ．はじめに
小学生から高等学校までの理科や社会科をはじめとした教科書に地球環境問題がクローズア
ップされて取り上げるようになってから久しい。最近では、教科書の中に単元として独立して
存在しており、学校現場においても環境教育が行われている。また、テレビや新聞などのマス
メディアでもこの問題を報道しない日はなくなった。中でも、地球温暖化に関しては、1997 年
の京都議定書の発効や近年の昇温の影響による氷河・氷床および海氷域の減少が取り上げられ
ていることにより、否応なくとも目に飛び込んでくるようになった。また、これらの影響によ
る異常気象と考えられる現象が多発していることからも問題の意識レベルは高くなりつつあ
る。しかしながら、京都議定書が発効されて以来 10 年あまり経過するが、「気候変動に関する
政府間パネル（Intergovernmental Panel on Climate Change）第 1作業部会」の第 4次報告（TR4）
では、1996 年から 2005 年までの 10 年間に平均気温は 0.7℃上昇しており、今世紀末にはさら
に 1.8 ～ 4.0℃の上昇が見込まれ、抑制の効果はあまりみられていない。これを裏付けるように、
2007 年には北極海の夏季の海氷面積が過去最少を記録し、また、近年における同海域の氷の厚
さが薄くなっていることも報告されている（NASA，2009）。これらの様にあまりにも地球温暖
化の話が大きく取り上げられていることから、この地球温暖化が地球環境問題全てを引き起こ
していると勘違いしている人も少なくはない。
このような状況の中、将来、学校現場で理科の教師として教壇に立つことを希望している学
生が、どの程度地球環境問題に対して理解しているのか、また、これらの問題に対して如何に
向き合っているのか。これらのことを明らかにするために、教職課程の学生に対して、アンケ
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ート調査を行った。この調査の主な目的は、今後の講義展開に活かすための基礎資料作りを行
うと共に、教職を目指す学生の認識を把握するものである。このアンケート調査は、筆者が担
当した教員免許「理科」の必修科目である「地学通論 A」の受講生を対象に行った。また、本
調査は、地球環境問題を扱う講義の前に行い、内容の大半は地球温暖化に対する項目である。
Ⅱ．調査内容と結果
本調査項目の内容は、小樽市（2004）や船橋市（2007）をはじめとした地方自治体が市民を
対象に行った地球温暖化に関するアンケートを参考に作成したものである。アンケートの内容
の大枠は、地球温暖化に対する関心、正しい知識、情報源、行動などである。この構成は、学
生が地球温暖化の知識を獲得する道筋を調べ、その上でどのように生活の中で活動しているか
を把握することを目的としている。また、教壇に立つ可能性のある学生が、地球温暖化をある
程度正確に理解して、子供たちに正しい知識を普及できる見識を持っているかを調査すること
である。アンケートの回答数は、前述の「地学通論 A」を受講した学生のうち、欠席者を除い
た 21 名である。尚、調査内容については、付録に回答と共に掲載してあるので、参考にして
いただきたい。
はじめに地球温暖化に対しての関心についての設問を行った（図 1）。幼少よりこの話題が教
科書やテレビなどのマスメディアにて扱われている話題であるため、彼らはどのように感じて
いるかを調査したものである。「関心がある」と「ある程度関心がある」と回答したのは、全
体の 86％を占めた。この結果は、筆者が高校生 76 名に対して行った調査（馬場，2007）とほ
ぼ同じであり、本学の一般教養科目「気象の科学 A」において行った調査（馬場，2008）の
96％（有効回答数 102 名）と比べて少ない結果となった。一方、「あまり関心がない」という
結果が 14％あることには少々驚きであった。尚、これ以降、参考資料として一般教養学生の結
果（馬場，2008）も併せて表記し、両者の比較を行うこととする。
地球温暖化が引き起こす環境問題などの影響についての設問を行った。マスメディアをはじ
めとして、間違った解釈をしている人が多いため、学生の認識を調べることを目的にしたもの
である。このため、地球温暖化の影響とは直接結びつかない選択肢、若しくは関係については
意見が分かれている項目も用意してある。ここでは、考えられるものをすべて挙げるように指
示してある。これらのまとめた結果を表 1に示す。概ね地球温暖化の影響とされる問題に対し
て関連性があることを認識しているが、「マラリアなどの伝染病が増加」に対する理解度は半
数以下であった。一方、地球温暖化とは関連性のあまりない「オゾン層破壊」や「ヒートアイ
ランド」、「酸性雨」について、地球温暖化により引き起こされていると誤解している学生も数
多くみられることが分かった。ヒートアイランドは、都市部での人工排熱や土地利用変化、建
築物・構造物のコンクリート化等により、蓄熱や熱が逃げにくいため、周辺郊外地域よりも高
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温になる現象である。地球温暖化の有無にかかわらず、都市化が引き起こす問題である。しか
しながら、報道番組を含めたテレビ番組構成の未熟さやコメンテーターの無責任な発言が非常
に多いために、このような結果となったことが予想される。また、オゾン層破壊は、地表付近
では安定なフロンガス（1）が成層圏で太陽光の紫外線を受けると分解され塩素を放出し、これと
不安定なオゾン（酸素原子）が反応することで全体としてオゾン量が減少することである。フ
ロンガスも温室効果ガスの一つであるため、これと混同している可能性がある。「勢力の強い
台風の出現」や「集中豪雨など降水形態の変化」は、異常気象の一部とされている。地球温暖
化が進み、気温が上昇することで、大気中に含まれる水蒸気量が増加する。つまり、空気中の
水蒸気許容量が増加し、温かい海水などから水は蒸発しやすく、それが上空で凝結し雲になり
降水をもたらすという水循環が活発に起こる。ここでは、単純に降水量が増加するだけではな
く、降雨強度が強くなるため、脆弱な土壌から侵食・流出されやすくなり、樹木や草本の生育
環境が悪化し、保水能力が低下してしまう。緑が消失して水循環の変化が起こり、砂漠化をも
たらす可能性がある。これに付随する形で「農産物の収穫量が減ること」と「多くの動植物の
種が絶滅すること」が引き起こされる。「マラリアなどの伝染病が増加」については、熱帯域
の高緯度への拡大により生じることである。「酸性雨」は、人為起源の窒素酸化物や硫化酸化
物が雨水や雪に取り込まれて生じる問題である。実際、すでに雨水に二酸化炭素が含まれてお
り、pHは 5.6 の酸性を示しているが、これよりも小さい値のときのことを酸性雨と定義して
いる。したがって、地球温暖化により酸性雨となっている訳ではない。「海洋汚染」に関しては、
前述の降雨形態の変化等による土壌浸食が海洋生態系に悪影響を与えるという意味での海洋汚
染を引き起こす可能性がある。全般的に教職希望学生が教養学生に比べると誤った解釈が少な
いのは、理科の教員を目指している点で多少の興味があることにより知識を持っているのであ
ろう。若しくは、理系出身の彼らは、高校の必修科目である理科総合 Aや同 Bで取り扱う分
野でもあるので、履修しているために覚えている可能性もある。ただし、誤った知識を学校の
先生に習ったという学生の意見もあり、高校教員の配慮・知識不足も露呈している。「海面上昇」
に関しては、多くの学生が理解しているようにみえるが、熱膨張による海面上昇の効果が大きい
ことを知っている学生は少なく、大半の学生は極域をはじめとした氷河・氷床、海氷が融解する
ために引き起こされていると解釈しているようである。尚、本問の「勢力の強い台風の出現」を
はじめとした地球温暖化の影響とされる選択肢に関しては、モデルなどでは検証されているが
実際には統計的に未だ有意ではないという研究者もいる事から、取り扱いの注意が必要である。
学生の地球温暖化に関する情報の取得が自主的なものなのか否か、また、情報取得の手段に
ついての質問を行った。その結果、「テレビ・ラジオ」および「先生の話」が最も多く、次い
で「インターネット」「新聞・書籍・雑誌」の順となった。教養学生と比べると、「テレビ・ラ
ジオ」から情報を収集する割合は少なく、教職希望学生の方がインターネットなどを通じて自
発的に情報を得る機会が多いことが伺える。その一方で「家族との会話」や「友人との会話」
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による情報の獲得は 3分の 1以下であり、周囲とのコミュニケーションを取ることは少ないよ
うである。
地球温暖化の情報量に関して質問をした結果、「充分」と「多少」を合わせると、6割程度を
占めるが、3割あまりの学生は「あまりない」と回答していた（図 3）。教養学生とほぼ同じ割
合である傾向がみられた。情報量は、概ね充分である印象を持っているようである。
マスコミの報道は専門家が作成する訳ではないので、事実と異なる点や間違った解釈を基に
記事の掲載や放送をしていることが多々ある。最近の風潮としては、視聴率重視に捕らえられ、
面白ければ良いという偏重な構成になっている。このため、ここでは学生のマスコミ情報の信
用度について質問を行った（図 4）。およそ 6割の学生が「信用している」または「概ね信用し
ている」と回答していた。「あまり信用していない」や「信用していない」という否定的な回
答は 4割程度であった。この設問に対しては、教養学生の集計とやや異なり、教職希望学生の
方がマスコミの情報を信頼している学生が少なめであることが分かった。地球温暖化の情報に
対して、多少厳しい目で見ているようであるが、正確に見極める目、分別できる目があるか否
かが問題となる。
次に地球温暖化を防止するための個人の意識や行動の調査を行った。生活優先か環境優先か
についての設問では、「多少不便でも環境優先」と「変えない」が共に 33％、「生活優先」が 5％
となった（図 5）。教養学生は、「多少不便でも環境優先」の回答が 54%であり、「変えない」
の 41％を上回っていた。この結果からは、教養学生より教職希望学生の方が、地球温暖化防止
に対して消極的意見である。また、「わからない」という意見も 14％みられ、教養学生の 1%
と比べても目立つ結果となった。
学生が行っている保全活動についての設問をしたところ、「積極的に行う」という回答が
10％、「身近なところ」67％、「様子見」と「何もしたくない」という消極的な回答は 2割程度
みられた（図 6）。教職希望学生は、教養学生に比べると積極的に行動している学生の割合も多
い反面、消極的な学生の割合も多くなった。個人的な取り組みついては、表 2にまとめてある。
「ごみの分別を行う」について「概ね実行」と回答した学生が 71％と最も多く、「半々程度」を
合わせると、90％を占める結果であった。次いで「使用していない照明をこまめに消す」と「冷
暖房機器を使用する際はタイマーや温度設定に気をつける」の実行が共に 57％、「半々程度」
を合わせると 95％以上の回答が得られた。また、「公共交通機関や自転車を使う」も「概ね実行」
43％、「半々程度」52％を占める結果となった。「概ね実行」を行う訳ではないが、「半々程度」
を合わせると、大多数を占めているのが、「PCや AV機器をこまめに消す」、「シャワーの使用
回数や時間を短縮する」「不用品は譲渡、リサイクルする」、「スーパーなどでレジ袋をもらわ
ない」、「家電機器は不使用時にプラグを抜く」の項目であった。一方、「環境問題を家族と友
人と話し合う」や「地球環境関連のイベントに参加する」は、半数に満たなかった。特に「地
球環境関連のイベントに参加する」は、「概ね実行」および「半々」共に 0％であった。設問に
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対して、行わない理由を尋ねると、「手間がかかる」が最も多く、「忘れてしまう」や「効果に
疑問がある」をあげる学生の回答がみられた。
地球温暖化防止の取り組みの主導に関する設問では、43％の学生が「行政・民間企業・住民
が協力して行う」と回答し、次いで「行政」の 38％、「民間企業」10％であった（図 7）。「住
民やボランティア団体」と回答したのは 5％だけであった。この回答からは、行政や企業だけ
の問題ではないことが理解できているようであるが、「行政」をあげる学生も多いことから、
自身の問題と考えていない学生も多い。
地球温暖化防止策については、「太陽光・地熱・風力などの自然エネルギーの使用を進める」
という回答が最も多く 29％、「省エネを心がけるライフスタイル」が 24％、「二酸化炭素を吸
収する緑を増やす」が 19％、「環境教育の普及」が 14％の順の結果であった（図 8）。概ね、教
養学生と同様の結果であるが、「二酸化炭素を吸収する緑を増やす」や「太陽光・地熱・風力な
どの自然エネルギーの使用を進める」の回答の割合が教職課程の学生の方が若干多めであった。
最後に「地球温暖化に対することを自由に書いてください」という自由欄からの回答を以下
に示す。尚、回答は原文通りに掲載した。
・小学校高学年頃から、「地球温暖化」という言葉をよく耳にするようになりましたが、当時は
まだよく分からず他人事のように思っていました。中学校 3年生の夏休みの自由研究で「環
境問題」をテーマに調べよというのがきっかけで温暖化を意識し始め、自分の部屋のクーラ
ーを付けないようにするために図書館や塾で勉強したり、家族間では気温が高くなる昼まで
はクーラー使用禁止などをしていました。今でも午前中は使用しないように心がけています
が、京都の蒸し暑さに耐えられないので、扇風機を付けたり保冷剤をタオルで包んで肌に当
てたり、クーラーを使う場合はタイマー設定するなどしてクーラーの使用時間をできるだけ
短くするように努力しています。
・暑くなりすぎるとだれてしまうので、温暖化には勘弁願いたいですね
・気温が上がることで困るのは人だけではなく、地球上に住む生物すべてに影響があるので常
日ごろから節約する意味でもコンセント抜いたりしていかなければならないと思う。
・メディアがもう少し責任を持って発言すべき。またメディアが報道した内容を鵜呑みにしすぎ。
・よく言われている「温暖化になると海面上昇する」って言うのは、真っ赤な嘘である。マス
コミとかは、温暖化の影響で北極の氷が溶けて、海面上昇しているかのように報道している
が、実際は、温暖化では、ほとんど海面上昇はしていない。
・温室効果ガスを減らすために燃料電池自動車や電気自動車など新技術が開発されるのが楽し
みです。原発も少し不安はありますが期待したい分野のひとつですね。
・話を聞いたり、ニュースを見ると地球温暖化は深刻な問題だろうなと思うけど、実際は自分
の中でそこまで深刻に受け止めているかといわれればそうでないと思います。自分の周りで
気候などが変わって確かにおかしいとは感じているけど、自分が生きていけないとか生活で
20 教職課程学生の地球温暖化に関する意識について
きないとか想像はできても、実際はそうなっていないので実感するのが難しいのだと思いま
す。でも、教師になるなら自分の置かれていない状況の想像しかできないような環境で育っ
た子供もいるのでこういった身近なところでそういったことを練習していけたらいいなと感
じます。環境を改善する良いすべを世界全体で考えたらいいと思います。
・温暖化って本当に進んでいるのかな？と思うような小さな変化しか今は現れていないと思う。
確かに、100 年後には海面上昇で沈んでしまう島や国もあると聞くけれど、そんな実感はあ
まりわかない。でも、確実に進んでいるというデータも出ているし、多分僕のような危機感
が少ない人が温暖化に拍車をかけてしまっているんだろうと思う。気づいたときには手遅れ
になっていないように、最近ニュースで見た 2050 年までに温室効果ガス 50％カットを、合
意されてはいないけど達成できるようにみんなが意識を持つことが大事だと思う。
・私が地球温暖化について思っていることは、もっと世界全体が協力していかないと解決しな
いということだ。私たち日本などある程度省エネ活動やリサイクルなどをして環境問題につ
いて国全体が活動を呼びかけている国もあるが、アメリカなどはなっから協力しない国もあ
りばらばらだ。地球温暖化というのは世界規模の大変大きな問題だと思う。それにこのまま
地球温暖化が進んでいくと、この地球はどうなるだろうか。きっともっと問題が多くなり環
境が悪化するだろう。前私の見た本にはこのままいくと 100 年後には海面が 95 センチ増加
すると記されてあった。でもそれだけでは進まないと思う。だからもっと世界全体の環境会
議などを開き、このままでは地球が危ないということをたくさんの国が知って具体的な宣言
というか目標を掲げていかなければならない。そうすれば今以上に自然と共同した新たな世
界を創れるだろうと思う。それに今後の地球の未来もきっと明るいだろう。
・地球温暖化の原因は私たち人間だと思う。壊すことができるのだから、直すこともできるは
ずです。だからこそ、自分たちが身近なことをしっかりとやっていけばいいと思う。
・正直直接すぐに自分たちにすごい影響することじゃないと思うけど、いつ温暖化の影響でお
こる大変な災害にまきこまれるか分からないし子供たちとかも心配だからちゃんと環境のこ
とを気にして温暖化防止のためにできることを小さなことからやっていかなくちゃなと思う
・排気量を減らすべきだ
・一人ひとりが地球温暖化を意識することで少しは弱まると思う。
・今このままみんながこの生活をしていれば間違いなく地温暖化によって地球に生活すること
ができなくなるので地球温暖化を少しでも抑えるため、その原因である二酸化炭素の排出を
地球に住んでいる人一人ひとりが考える必要があると思います。たとえばいつもの通勤通学
を少し大変ではあるが車やバイクではなく自転車や公共交通機関を使うなど、もっと身近な
ことだと使っていない部屋の電気を消したり電気をつけっぱなしで寝たりしないなど本当に
身近なことからできることはあると思うので自分も含めてやっていくべきだと思います。
・ここまで機械などの工学技術が発達しているなら、木などの緑を増やさなくても、CO2 を吸
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収してくれる機械を作ればいいと思う。
・まずやるべきことは、国が話し合い世界中で活動をしないといけないと思う。一部だけでや
っても効果はでないと思うし、意味が無いと思う。
・毎年夏になると最高気温が 40 度を超えることがある。私が地球温暖化を意識する前には 40
度を超えていたかはわからないけれど、かなり深刻な問題だと思う。行動は自転車、夏には
エアコンを使わないつもりでいたが京都は暑いから大変です。
・今のままだと地球温暖化は確実に進行する一方だし、エコポイントを導入するなどして対策
はしているけれど、1番良いのは 1人 1 人が身近に出来る小さなこと、例えばクールビズだ
ったり、食べ残しの生ごみを減らすとか、電気をこまめに消すとか etc...からコツコツとや
っていくのがいいと思う。
・地球温暖化の影響で気温の上昇や海面上昇などの現象が起きているが、なぜそのようなこと
になったのかの理由ははっきりとは知らない。地球温暖化の原因を詳しく調べてみようと思
う。そして、自分には関係ないことは絶対ないので、今できるとこから始めようと思う。
・私は、高校の地理の先生に言われたことがあります。それは、「地球温暖化防止のためと、お
前たちは割り箸を使わないだとかエコバッグを使うだとか言うが、お前のその良心は俺はこ
んなに地球のためにしてやってるというエゴイズムではないのか」ということです。その先
生が言うには、割り箸は他には使えない伐採された木なのだから、もしお前らが割り箸を使
わなかったからといってその木が伐採されないとも言えない、ポリ袋だって、石油精製の際
に出る不要な部分から作っているのだから、もしお前らがポリ袋を使わなくなればその部分
は逆にどうやって処理するんだ。ということだそうです。私はそれを聞いて、初めてそんな
考え方を聞いたので、今まで自分がどれだけ世論を鵜呑みにしていたのかがわかりました。
しかし、そういう身近なことから地球温暖化防止に貢献していくことは非常に意味のあるこ
とだと思うので、これからは自分の意思をしっかり持った上でよく考えて行動したいと思い
ます。
・地球温暖化の対策として行われている活動について。それは本当に効果があるのか、なぜ地
球温暖化防止につながるのかをもっと明確に説明してほしい。一見、効果があるようなこと
でも実は非効率的だというようなことを聞くことがあるので、正確な情報を国なりマスコミ
が発信すべきだと思う。
コメントは、大きく分けて、「自発的行動型」「行政や企業に任せる他力本願型」、「懐疑派指示
型」、および「楽天型」に分類することが出来る。大半は、今後教壇に立つことを希望してい
ることもあり、自身の今までの考え方を改めるなど、自覚してきている学生の姿が伝わってき
た。また、「世界と協力・対話」などを謳う学生も多くみられる。中には、半端な知識を持つ
教員に教わった経験を綴ったものや商売目的の懐疑論の著書を鵜呑みにしている学生も意見も
みられた。
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Ⅲ．まとめと考察
教職課程の学生に限ったことではないが、アンケートの回答から全般的に受動的な姿勢の学
生が多い。回答からは、この地球温暖化の問題やメカニズムの理解に対して、やや消極的な姿
が伺える。学校現場の教科において、これだけクローズアップされている中、さらには自身が
環境教育に浸かってきた世代であるにも関わらず、知識があまりないように感じられる。今ま
では、受動的で良かったかもしれないが、自身が教壇に立って教育する者としてはこのような
姿勢では行く先が不安である。特に、理科に関しては、自然環境とは切っても切り離せない分
野であるため、自発的な取り組みが必要であろう。中でも情報の収集・取得に関しては、特に
注意が必要である。最近の学生の情報取得に関しては、すぐにインターネットを用いた検索を
行う傾向があるが、ここに大きな落とし穴がある。誰でも情報発信者になれるために情報が氾
濫している。ここでは、無責任な発信や孫引きが謳歌しているため、むしろ正確な情報が鳴り
を潜めてしまっている。学生側が信頼できる発信者の情報を分別できれば良いが、レポート課
題などの提出物を見る限り、その分別はほとんど行われておらず、検索サイトで上位にランク
されたところから引用している様子が伺える。または、様々な情報が氾濫し過ぎているため、
情報に溺れている学生が非常に多い。また、新聞やテレビなどのマスメディアの報道も誤った
ものや曖昧で間違った解釈を助長させる報道をしているものが目立つ。今回の回答からマスメ
ディアに対しての信用度は比較的高く、それらから発せられた情報に対して疑いの念を持って
いる傾向は、今回の調査からはあまりみられない。特に問題であるのは、懐疑派の書物の上辺
だけを信じている学生もみられたことである。多くの懐疑派の書物の著者は専門家ではない。
多くは間違った解釈をしており、その説についても理に適った科学的な論理的な展開がなされ
ていない。懐疑論が先で、恰もそれを説明出来るような図表を科学論文などから引用して、都
合の良い解釈をしているものが目に付く。一般読者には、その判別を行うのは難しい場合もあ
る。学生も、受動的な姿勢が染み付いている所為か、情報を鵜呑みにしており、それらの真偽
を判断することをしていない。このような姿勢は教壇に立つ者として致命的であると考える。
自身の中学校・高等学校の現場経験から、実験準備などを含めた教材準備・教材研究、および
生徒指導を含めた校務などがあるため、多忙になることは理解できるが、教育を掌る立場とし
て正しい知識を生徒に伝える義務があるはずである。一方向からではなく、多方面からその事
柄について考え、現象や事象の理解や解釈を導かなければならない。特に教職希望の学生には、
受動的な姿勢や意識を改善させ、自覚を持たせる取り組みが大学教育において必要不可欠であ
ると考える。
環境に配慮した行動については、ライフスタイルはあまり変えたくないが、取り組もうとし
ている姿が伺える調査結果であった。特に個人的な取り組みついては、小さなことであるが実
行しようとしている様子が本アンケート調査から垣間見ることができた。それらは、今までの
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教育課程の過程によって培われたものか、教職を目指す学生の姿勢によるものなのか、時代の
流れに流されているのかについての判断は一概には出来ないが、多少なりとも意識をしている
結果がみられた。これらについては、評価できる事柄であるため、今後さらに伸ばす努力が必
要である。ただし、教養の学生に比べると若干意識が低い傾向もみられるので、矯正の取り組
みが必要である。地球温暖化問題をはじめとした地球環境問題が進行すれば、特にエネルギー
若しくは物質の制限が必至である。このため、ライフスタイルを変えたくないという学生に対
しては、物質循環型かつ省エネルギー化が必要不可欠であることを教育しなければならない。
地球温暖化による環境への影響は、公害と比べて直接的な被害が分かり辛く、個人の対策や取
り組みよる効果が分かりにくいため、対策効果や達成感があまり感じられない。また、様々な
地球環境問題についての知識が乏しいために、自身が行っている対策がどの地球環境問題の防
止に繋がっているのか分からないことも分かりにくさに拍車をかけていることが、コメントを
含めた回答から推測される。表 3のような環境省がまとめた「対策が行われた場合と無対策の
場合での差異の情報」提供も学生に対して必要であるかもしれない。しかし、その金額の数値
を見るだけでは、自身で生活を築いていない学生には実感が湧かないであろう。ましてや CO2
の量は想像がつき難い事柄である。コメントからは、「正直直接すぐに自分たちにすごい影響
することじゃないと思うけど…」、「自分が生きていけないとかは想像できても、実際はそうな
っていないので実感するのが難しい…」や「多分僕のような危機感が少ない人が温暖化に拍車
をかけてしまっているんだと思う」などの意見が数多く見受けられる。そのような学生に対し
ての環境教育は難しいかもしれないが、様々な考え方や情報を提供しながら、根気強く諭して
いかなければならない。また、真偽を見極める目を持つこと、および、それを持つための幅広
い見識と良識が培われるための教育をしていく必要性がある。これには学生自身に探究心を持
たせ、自発的に事象や現象を理解する楽しさを与える機会を用意し、サポートする体制が必要
であると考える。
今回の調査だけであるとサンプル数が少ない可能性もあるので、今後増やして有意性を高め
ていく予定である。また、時代の流れによる意識の変化などもあるため、経年変化の様子につ
いても考察する予定である。
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図 1地球温暖化に関する関心（単位：％、内側：教職、外側：教養）
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図 2　地球温暖化の情報源（単位：％、複数回答あり）
図 3　地球温暖化に関する情報量（単位：％、内側：教職、外側：教養）
図 4　地球温暖化のマスメディアに対する信頼度（単位：％、内側：教職、外側：教養）
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図 5　私たちの生活が豊かになることと地球環境を守ることの関係
（単位：％、内側：教職、外側：教養）
図 6　地球環境を保全することに役に立つ行動（単位：％、内側：教職、外側：教養）
図 7　温暖化防止主導（単位：％、内側：教職、外側：教養）
27馬　場　賢　治
図 8　地球温暖化防止策（単位：％、内側：教職、外側：教養）
表 1　地球温暖化の影響と考えられる回答（単位：％）
教職 教養
勢力の強い台風の出現 67 74 
暖冬 90 85 
猛暑 90 88 
集中豪雨など降水形態の変化 90 82 
農産物の収穫量が減ること 81 67 
多くの動植物の種が絶滅すること 86 77 
マラリアなどの伝染病が増加 48 64 
海面上昇 90 94 
オゾン層の破壊 43 66 
酸性雨問題 24 50 
ヒートアイランド現象 62 75 
海洋汚染 14 31
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表 2　地球温暖化防止のために行っている行動（単位：％）
教職 実行 半々 予定 不便 手間 不変 失念 疑問 理由なし
照明をこまめに消す 57 43 0 0 0 0 0 0 0 
冷暖房機器のタイマーや温度設定 57 38 0 0 0 0 0 0 0 
PCや AV機器をこまめに消す 33 57 0 5 0 0 5 0 0 
プラグを抜く 33 14 14 5 10 0 10 10 0 
シャワーの使用回数や時間を短縮 24 57 5 5 0 0 0 0 5 
ごみの分別を行う 71 19 10 0 0 0 0 0 0 
不用品は譲渡、リサイクルする 19 38 19 5 14 0 0 0 5 
環境問題を家族や友人と話し合う 5 38 24 0 0 5 5 5 10 
地球環境関連のイベントに参加 0 0 48 0 19 5 0 5 14 
公共交通機関や自転車を使う 43 52 0 0 0 0 0 5 0 
レジ袋をもらわない 19 67 5 0 10 0 0 0 0
 
表 3　「一人ひとりの地球温暖化対策」（環境省より抜粋、値は年間量）
取組み例 CO2 削減量 排出量の削減割合 節約効果
冷暖房の温度設定（1℃） 約 31kg 0.5% 約 2000 円
週 2日往復 8kmの車の運転を控える 約 185kg 3.1% 約 8000 円
1 日 5 分間のアイドリングストップ 約 39kg 0.7% 約 2000 円
待機電力を 90%削減 約 87kg 1.5% 約 6000 円
シャワーを 1日 1分家族全員が減らす 約 65kg 1.1% 約 4000 円
風呂の残り湯を洗濯に使いまわす 約 17kg 0.3% 約 5000 円
ジャーの保温を止める 約 31kg 0.5% 約 2000 円
家族が同じ部屋で団欒し、
暖房と照明利用を 2割削減 約 240kg 4.1% 約 11000 円
買い物袋を持ち歩き、省包装の野菜を選ぶ 約 58kg 1.0%
テレビ番組を選び、1日 1時間テレビ利用
を減らす 約 13kg 0.2% 約 1000 円
合計 約 760kg 13.0% 約 41000 円
日本全体での効果 約 34.7 百万トン 1990 年比 2.8%削減
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付録
地球温暖化に関するアンケート
Q１ あなたは地球温暖化に興味がありますか。1つ回答してください。
１．関心がある （33%）
２．ある程度関心がある （48%）
３．あまり関心がない （19%）
４．全く関心がない （0%）
５．わからない （0%）
Q２  化石燃料（石油や石炭など）から排出される二酸化炭素などの温室効果ガスが増えること
によって地球の気温が上昇する地球温暖化が大きな問題となっています。
　　  あなたは、わが国の最近の二酸化炭素等の温室効果ガスの排出量が 1990 年に比べて増加
していることを知っていますか。
１．知っている （86%）
２．知らない （14%）
Q３  次のうち、地球温暖化の影響と思われるものは回答欄に 1を、そう思わないものは 0を記
入してください。
１．勢力の強い台風の出現 （67%:1 と回答した割合）
２．暖冬 （90%:同上）
３．猛暑 （90%:同上）
４．集中豪雨など降水形態の変化 （90%:同上）
５．農産物の収穫量が減ること （81%:同上）
６．多くの動植物の種が絶滅すること （86%:同上）
７．マラリアなどの伝染病が増加 （48%:同上）
８．海面上昇 （90%:同上）
９．オゾン層の破壊 （43%:同上）
10．酸性雨問題 （24%:同上）
11．ヒートアイランド現象 （62%:同上）
12．海洋汚染 （14%:同上）
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Q４  あなたは地球温暖化問題に関する情報をどこから得ていますか。情報源には 1を、それ以
外には 0を回答欄に記入してください。
１．テレビ・ラジオ （90%:1 と回答した割合）
２．新聞・書籍・雑誌 （76%:同上）
３．インターネット （81%:同上）
４．先生の話 （90%:同上）
５．家族との会話 （33%:同上）
６．友人との会話 （19%:同上）
７．課外活動 （14%:同上）
８．その他（ ）→備考欄へ回答 （14%:同上）
Q５  あなたは地球温暖化に関する情報が身の回りに充分あると思いますか。1つ回答してくだ
さい。
１．充分にある （14%）
２．多少はある （48%）
３．あまりない （38%）
４．まったくない （0%）
５．わからない （5%）
Q６  地球温暖化に関するマスコミの情報に対して、あなたは信用していますか。1つ回答して
ください。
１．信用している （10%）
２．概ね信用している （48%）
３．あまり信用していない （38%）
４．まったく信用していない （0%）
５．わからない （5%）   
Q７  私たちの生活が豊かになることと地球環境を守ることの関係についてどのように考えます
か。次のうちあなたの考えに最も近いものを 1つ選んでください。
１．現在の生活が多少不便になっても地球環境を守ることが最も大切である。 （33%）
２．現在の生活レベルを変えないで地球環境を守る必要がある。 （33%）
３．地球環境を守ることより生活を豊かにする方が大切である。 （5%）
４．わからない （14%）
31馬　場　賢　治
Q８  地球環境を保全することに役に立つ行動について、あなたの考えを次の中から 1つ選んで
ください。
１．積極的に行動する （10%）
２．自分にできる身近なところから行動する （67%）
３．周囲に合わせて行動する （5%）
４．しばらく様子を見る （14%）
５．何もしたくない （0%）
６．わからない （0%）
Q９  地球温暖化が進まないようにするには、誰が中心となって行う必要があると思いますか。
1つ選んで回答してください。
１．行政 （38%）
２．民間企業 （10%）
３．住民やボランティア団体 （5%）
４．住民・企業・行政が協力して行う （43%）
５．わからない （5%）
Q10 あなたが考える地球温暖化対策として必要なものを次の選択肢から 1つ選んでください。
１．環境教育の普及 （14%）
２．二酸化炭素を吸収する緑を増やす （19%）
３．ごみの減量やリサイクルを行う　 （5%）
４．省エネを心がけるライフスタイル （24%）
５．企業においてエネルギー効率をあげる （0%）
６．原子力発電を中心とした温室効果ガスの少ないエネルギー使用を進める （0%）
７．太陽光・地熱・風力などの自然エネルギー使用を進める　 （29%）
８．わからない （0%）
Q11  あなたが生活の中で地球温暖化防止のために行っている行動を各項目について、1つずつ
選び答えてください。選択肢は項目の下に太線で囲んであります。尚、4を選んだ方は、
その理由についてのみ 5～ 10 から 1つ答えてください。
行動内容
１．使用していない照明をこまめに消す
２．冷暖房機器を使用する際はタイマーや温度設定に気をつける
３．PCや AV機器をこまめに消す
32 教職課程学生の地球温暖化に関する意識について
４．家電機器は不使用時にプラグを抜く
５．シャワーの使用回数や時間を短縮する
６．ごみの分別を行う
７．不用品は譲ったり、リサイクルしたりする
８．地球環境問題を家族や友人と話し合う
９．地球環境関連のイベントに参加する
10．公共交通機関や自転車を使う
11．スーパーなどでレジ袋をもらわない
1．概ね実行　2．半々程度　3．今後実行予定　4．実行しない
5．不便になる　6．手間がかかる　7．生活習慣を変えたくない　8．忘れてしまう
9．効果に疑問がある　10．特に理由はない
※本文表 2参照
Q12 地球温暖化に対することを自由に書いてください。
※本文参照
